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T e l  0 6 ―  
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1 4 年 ４ 月 か ら ８ ％ 引 上 げ を
            評 価 し な い 41 .9% ↓

評 価 す る4 9 . 2%

評 価 し な い 　 　 　 　 　 　そ の 他 ↑

５ 兆 円 の 経 済 対 策 へ の 評 価 は

　 　 　 　 そ の 他 19 ％ ↓

評 価 する 4 1％

　 　 　 　 評 価 し な い 40 ％ ↑

「 ア ベ ノ ミ ク ス 」 は 順 調 に 進 ん で
い る と 思 う か
　 　 ↓ 思 う 2 9 .2 ％

思 わ な い 5 1 .3 ％
　 　 　 　 　 　 　  そ の 他 ↑

1 5 年 1 0 月か ら1 0 % 引上 げに
↓ 予定ど おり9.2%                     その 他↓

雇 用・景気で判 断59.1% 反対29.1%

法 人 税 の 減 税 が 雇 用 や 賃 金 を

増 や す こ と に つ な が る と 思 う か

　 　 　 　 　 　 　 　 そ の 他 1 6 ％ ↓

つ な が ら な い 63 ％

　 ↑ 増 や すこ と に つな が る 21 ％

◆ ロ イタ ー企 業 調 査
法 人 税 減 税 分をどこ に

振 り向 け ま す か？

内 部 留 保 3 0 .0 %

設 備 投 資 2 1 .0 %

賃 金 5 .0 %

雇 用 人 員 増 4 .5 %

　　9 / 3 0 ～ 1 0 / 1 1 、2 7 0 社 回 答

十
月
十
五
日
か
ら
五
十
三
日
間
の
予
定

で
始
ま
っ
た
国
会
で
す
が
、
安
倍
内
閣
の

暴
走
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
か
、
日
本
テ
レ
ビ
系
Ｎ
Ｎ
Ｎ

の
１
９
〜
２
０
日
の
世
論
調
査
で
は
、
高

率
だ
っ
た
安
倍
内
閣
の
支
持
率
が
前
月
比

３
・
４
％
下
落
し
５
６
・
７
％
、
不
支
持

は
５
・
３
％
増
の
２
５
・
８
％
で
し
た
。

ま
た
、
消
費
増
税
に
つ
い
て
は
「
来
年

４
月
か
ら
８
％
」
を
評
価
す
る
４
９
・
２

％
と
、
評
価
し
な
い
４
１
・
９
％
を
上
回

り
ま
し
た
が
、
再
来
年
の
１
０
％
に
つ
い

て
は
、
予
定
通
り
は
僅
か
９
・
２
％
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
へ
の
評
価
、

法
人
税
減
税
↓
雇
用
・
賃
上
げ
で
は
、
い

ず
れ
も
過
半
数
の
人
が
安
倍
内
閣
に
批
判

的
で
、
５
兆
円
の
経
済
対
策
に
も
、
評
価

す
る
と
し
な
い
は
拮
抗
し
て
い
ま
す
。

国
民
世
論
と
か
け
離
れ
た
安
倍
首
相
は
、

２
４
日
、
参
院
予
算
委
員
会
で
小
池
参
院

議
員(

共)

の
質
問
に
対
し
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

で
内
部
留
保
を
持
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
」

と
答
弁
。
さ
ら
に
、
政
労
使
会
議
で
賃
上

げ
の
た
め
に
内
部
留
保
の
活
用
を
と
せ
ま

ら
れ
、
「
私
か
ら
も
お
願
い
す
る
」
と
答

弁
し
ま
し
た
が
、
信
金
中
央
金
庫
の
調
査

で
、
今
後
一
年
の
方
向
性
で
は
賃
上
げ
は

９
・
７
％
、
ロ
イ
タ
ー
企
業
調
査(

左
記)

で
は
法
人
税
減
税
を
賃
金
に
充
て
る
企
業

は
僅
か
５
％
で
し
た
。

ま
た
、
安
倍
首
相
は
、
相
変
わ
ら
ず
ト

リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
論(

大
企
業
や
富
裕
層
が
潤

え
ば
貧
困
層
に
そ
の
潤
い
が
滴
り
お
ち
る)

に
固
執
し
続
け
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
こ

の
間
の
デ
フ
レ
不
況
が
示
す
通
り
、
破
綻

済
み
の
理
論
で
す
。

経
団
連
に
は
誉
め
ら
れ
て
も
、
国
民
と

の
「
ね
じ
れ
」
は
歴
然
で
す
。

大
企
業
を
潤
す
法
人
税
減
税
の
た
め
に
、

庶
民
に
苛
酷
な
負
担
を
強
い
る
消
費
税
増

税
。
そ
ん
な
消
費
税
増
税
な
ら
、
今
す
ぐ

や
め
る
べ
き
で
す
。

日
本
共
産
党
は
増
税
中
止
法
案
の
共
同

提
案
を
各
党
に
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

１
１
月
６
日
に

は
「
消
費
税
を
な

く
す
会
」
の
議
員

要
請
行
動
等
の
上

京
団
行
動
が
取
り

組
ま
れ
ま
す
。

▼
大
阪
税
制
研
究
所
近
く
の
天

満
宮
か
ら
天
満
の
名
水
で
飲
め
る

「
天
神
水
」
が
再
び
湧
い
た
。
江

戸
時
代
に
は
「
大
阪
四
ヵ
所
の
清

水
」
の
一
つ
と
し
て
天
皇
や
大
名

に
も
供
さ
れ
、
天
満
宮
周
辺
に
は
、

１
３
０
軒
以
上
の
酒
蔵
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

境
内
の
六
つ
の
井
戸
は
、
高
度
成
長
や
Ｊ

Ｒ
東
西
線
の
工
事
で
約
２
０
年
前
に
枯
れ

て
い
た
。
今
回
、
水
が
出
た
こ
と
で
「
水

商
売
」
と
い
う
ぐ
ら
い
だ
か
ら
、
地
元
の

期
待
も
大
き
い
▼
然
し
、
水
と
い
え
ば
洪

水
や
原
発
汚
染
水
で
、
嫌
な
こ
と
し
か
思

い
浮
か
ば
な
い
が
、
被
災
地
の
こ
と
を
考

え
れ
ば
一
日
も
早
い
復
興
・
復
旧
を
願
う

ば
か
り
。
特
に
原
発
は
ゼ
ロ
と
し
抜
本
的

対
策
を
望
む
▼
と
こ
ろ
で
、
あ
の
橋
下
大

阪
市
長
が
「
天
神
水
」
で
騒
が
な
い
か
少

し
心
配
。
そ
の
橋
下
市
長
は
、
地
下
鉄
初

乗
り
を
二
十
円
値
下
げ
し
２
区
以
上
は
十

円
値
上
げ
。
民
営
化
に
従
わ
ね
ば
値
上
げ

と
脅
し
、
ま
た
子
供
の
よ
う
に
駄
々
を
こ

ね
て
い
る
▼
己
の
野
心
は
「
水
泡
に
帰
す
」

と
も
慰
安
婦
で
の
暴
言
は
「
覆
水
盆
に
返

ら
ず
」
。
「
水
の
流
れ
と
人
の
世
は
…
」

移
り
変
わ
る
も
の
と
知
り
、
大
阪
市
民
の

た
め
、
そ
ろ
そ
ろ
大
阪
市
長
を
辞
め
た
ら

と
思
う
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
「
年
内
妥
結
」
に
む
け

て
「
大
筋
合
意
」
も
出
来
ず
、
ア
メ
リ
カ

対
そ
の
他
の
国
と
い
う
構
図
が
鮮
明
に
な
っ

て
い
ま
す(

左
図
の
と
お
り)

。

日
本
に
と
っ
て
は
、
重
要
五
項
目
を
守

れ
る
か
ど
う
か
、
全
品
目
の
関
税
撤
廃
を

求
め
る
参
加
国
の
多
く
が
、
企
業
の
権
益

等
で
米
日
と
対
立
し
て
お
り
、
そ
の
兼
ね

あ
い
も
あ
っ
て
微
妙
な
情
勢
で
す
。

も
し
、
五
項
目
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
内

閣
官
房
の
試
算
で
も
農
林
水
産
業
の
生
産

額
は
マ
イ
ナ
ス
三
兆
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
左
図
が
示
す
と
お
り
、

日
本
は
ア
メ
リ
カ
と
同
じ
立
場
で
、
参
加

国
と
の
交
渉
を
進
め
て
お
り
、
こ
ん
な
に

「
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
」
で
日
本
の
産
業

が
守
れ
る
保
障
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

厚
労
省
が

２
０
１
１
年
度
の

「
所
得
再
配
分
調
査
」(

ジ
ニ
係
数)

を
公
表
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
３
年
前
の
０
・

５
３
１
８
か
ら
０
・
０
２
１
８
上

が
り
、
０
・
５
５
３
６
と
格
差
は

過
去
最
大
に
な
り
ま
し
た(

下
図
は

小
数
点
以
下
４
桁
四
捨
五
入)

。

年
金
等
社
会
給
付
後
に
は
０
・

３
７
９
と
改
善
度
は
３
１
・
５
％

で
し
た
が
、
２
０
０
８
年
度
の
税

に
よ
る
改
善
効
果
は
、
所
得
課
税

の
＋
０
・
０
０
３
に
対
し
、
消
費

課
税
で
▲
０
・
０
０
７
と
、
差
引

▲
０
・
０
０
４
。
逆
に
格
差
を
広

げ
て
い
ま
し
た
の
で
、
税
に
よ
る

改
善
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

朝
日
新
聞
で
は
、
ジ
ニ
係
数
の

格
差
拡
大
は
「
高
齢
化
で
所
得
の

少
な
い
世
帯
が
増
え
た
」
こ
と
が

原
因
か
の
よ
う
に
報
じ
て
い
ま
す

が
、
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
宇
都
宮

健
児
弁
護
士
は
「
非
正
規
雇
用
労
働
の
広

が
り
で
労
働
分
配
率
が
減
り
、
利
益
は
企

業
の
内
部
留
保
や
株
主
へ
の
配
当
に
移
転

し
た
。
ジ
ニ
係
数
が
悪
く
な
る
の
は
当
た

り
前
だ
。
改
善
に
は
高
額
所
得
者
へ
の
課

税
を
強
化
し
再
分
配
を
進
め
る
べ
き
だ
が
、

現
実
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
」
と
毎
日
新

聞
の
取
材
に
こ
た
え
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
格
差
社
会
が
定
着
・

悪
化
し
て
い
る
こ
と
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
い

事
実
の
よ
う
で
す
。

(10月29日発送)

－１－
－４－

発行責任者

志形 明秀

以上朝日10/5～6世論調査より作成

今年も税研全国集会が下記のとおり開催されま

すので、奮ってご参加ください。

日時：2,014年1月11日13時～12日15時まで。

場所：西浦温泉 ホテルたつき 電話:0533-57-5111

住所:蒲郡市西浦町大山25 JR蒲郡駅より送迎バス

講演：鶴田 廣巳 関西大学教授

分科会：税財政、税務行政の二つ。

参加費：12,000円、宿泊代：13,000円(2日目昼食含)

申込先：㈱名古屋トラベル Fax052-618-7801

日時：11月23日13～17時

場所：CIVI新大阪研修セン

ター805Ｄ室(右図)。

テーマ：マイナンバーが税

理士業務や税制・税務

行政に与える影響

参加費：1,000円(会員外2,000円)

近畿税理士会認定研修です。

奮ってご参加ください。

０
〜
１
の
間
で
所
得
の
均
等
度
を
示

す
指
標
で
、
１
に
近
い
ほ
ど
格
差
が
大

き
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

０
・
５
で
１
／
４
の
人
が
３
／
４
の

富
を
持
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

以上、日本テレビ系ＮＮＮ調査より作成



今回の消費税引上げが社会保障の

安定に役立つと思うか

　　　　　その他14％↓

役立つ39％

　　　そうは思わない47％↑

左
の
折
線
グ
ラ
フ
は
、
今
回
の
消
費
税

増
税
と
１
９
９
７
年
増
税
時
の
経
済
成
長

率
を
示
し
た
も
の
で
す
。
９
７
年
当
時
３
・

７
％
の
マ
イ
ナ
ス
が
、
民
間
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
４
１
人
の
平
均
予
測
率
で
は
、
今
回
は

マ
イ
ナ
ス
５
・
３
％
で
す
。

９
７
年
の
５
％
へ
の
増
税
後
に
、
ア
ジ

ア
の
通
貨
危
機
や
山
一
証
券
自
主
廃
業
が

あ
り
、
そ
れ
が
景
気
腰
折
れ
の
原
因
だ
と

し
て
、
今
回
は
「
経
済
対
策
で
カ
バ
ー
し

腰
折
れ
は
な
い
」
と
政
府
は
強
弁
し
ま
す

が
、
民
間
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
多
く
は
、
そ

ん
な
に
楽
観
視
し
て
い
ま
せ
ん
。

政
府
は
赤
字
を
２
０
１
０
年
度
比
で
２

０
１
５
年
度
に
半
減
、
２
０
２
０
年
度
に

は
ゼ
ロ
の
目
標
を
、
国
際
公
約
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
た
め
に

は
消
費
税
率
を
１
５

％
以
上
に
し
な
い
と

と
て
も
無
理
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
状

態
が
続
け
ば
、
終
戦
直
前
の
１
９
４
４
年

度
以
来
、
国
の
借
金
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
２
倍
を

超
え
る
可
能
性
は
大
で
す
。

ま
た
、
９
７
年
以
降
の
景
気
腰
折
れ
は
、

左
棒
グ
ラ
フ
が
示
す
通
り
、
法
人
税
率
が

下
っ
て
も
賃
上
げ
が
さ
れ
ず
、
逆
に
賃
金

が
下
が
り
、
デ
フ
レ
不
況
に
な
っ
た
こ
と

が
原
因
な
の
は
厳
然
た
る
事
実
で
す
。

経
団
連
会
長
は
「
企
業
業
績
の
改
善
が

投
資
の
増
加
や
雇
用
の
創
出
、
報
酬
の
引

上
げ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
経
済
の
好
循
環

を
創
出
す
べ
く
、
企
業
が
全
力
で
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
い
ま
す
が
、

実
際
の
賃
上
げ
に
は
消
極
的
。
消
費
増
税

で
国
民
か
ら
搾
り
と
る
一
方
で
、
大
企
業

減
税
で
は
、
ま

す
ま
す
貧
困
・

格
差
が
深
刻
化

し
、
経
済
は
悪

循
環
を
繰
返
す

だ
け
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

右
図
は
、
朝
日
の
世
論
調
査
で
「
消
費

税
引
上
げ
が
社
会
保
障
安
定
に
役
立
つ
か
」

の
設
問
に
対
す
る
回
答
で
す
。
「
役
立
つ
」

３
９
％
を
「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
４
７
％

が
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

現
に
、
右
下
の
社
会
保
障
切
下
げ
の
一

覧
で
は
、
医
療
費
窓
口
負
担
増
を
は
じ
め
、

介
護
の
切
捨
て
、
年
金
の
減
額
、
生
活
保

護
費
の
引
下
げ
等
々
、
切
捨
て
は
露
骨
で
、

「
消
費
税
増
税
は
社
会
保
障
の
た
め
」
が
、

真
っ
赤
な
ウ
ソ
だ
っ
た
こ
と
が
、
如
実
に

顕
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
気
を
つ
け
た

い
の
が
「
一
定
所
得
以

上
」
。
税
制
等
で
「
応

能
負
担
」
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
そ
れ
に

便
乗
し
「
年
齢
別
」
か
ら
「
能
力
別
」
で
、

社
会
保
障
負
担
を
求
め
て
い
る
点
で
す
。

し
か
も
そ
の
額
は
２
百
万
円
台
。
そ
こ

か
ら
介
護
保
険
等
が
天
引
き
さ
れ
、
最
低

限
の
生
計
費
に
も
満
た
な
い
額
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
「
応
能
負
担
」
で
正
当
化
し
、

多
く
の
国
民
に
負
担
を
強
い
る
こ
と
が
、

適
切
な
措
置
な
の
で
し
ょ
う
か
。

も
し
「
応
能
負
担
」
を
言
う
の
な
ら
、

ま
ず
、
税
制
で
是
正
・
実
現
さ
せ
て
か
ら
、

言
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

秋
の
全
国
税
制
懇
研
究
集
会
は
、

十
月
二
〇
〜
二
一
日
、
芦
原
温
泉
・

北
潟
湖
畔
荘
で
開
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
８
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

山
本
守
之
先
生
の
「
情
報
公
開

に
基
づ
く
開
示
事
例
か
ら
見
た
租

税
法
解
釈
基
準
」
の
講
演
で
は
、

講
演
後
の
学
習
資
料
に
も
な
る
１

４
２
ペ
ー
ジ
も
の
資
料
が
示
さ
れ
、

役
員
給
与
、
寄
付
金
、
交
際
費
、

貸
倒
等
、
資
本
的
支
出
と
修
繕
費

の
区
別
な
ど
詳
し
い
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
調

査
を
阻
止
し
た
経
験
報
告
も
出
さ
れ
、
東

京
局
で
の
不
動
産
所
得
者
に
対
す
る
行
政

指
導
が
、
文
書
で
行
わ
れ
る
等
の
接
触
方

法
で
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド(

イ
ノ
ブ
タ)

調

査
と
い
わ
れ
る
調
査
と
行
政
指
導
を
ゴ
チ
ャ

ま
ぜ
に
し
た
や
り
方
等
、
当
局
が
姑
息
な

手
段
で
、
接
触
率
向
上
を
画
策
し
て
い
る

こ
と
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

現
場
か
ら
の
報
告
で
は
、
上
の
替
え
歌

(

本
当
に
あ
っ
た
こ
と)

が
紹
介
さ
れ
、
昔

は
サ
ラ
金
を
利
用
す
る
職
員
が
マ
ー
ク
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
は
住
宅
ロ
ー
ン
を
目
一

杯
借
り
て
い
る
職
員
も
マ
ー
ク
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
若
い
職
員
は
昼
食
代
も
な
く
コ

ン
ビ
ニ
の
お
に
ぎ
り
２
個
で
済
ま
す
と
か
、

来
年
３
月
ま
で
の
賃
下
げ
が
未
だ
に
ど
う

な
る
か
分
か
ら
ず
、
退
職
金
が
４
０
０
万

円
余
も
減
ら
さ
れ
、
新
通
則
法
対
応
等
で

い
っ
そ
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
っ
て
い

る
状
況
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
内
部
事
務
一
元
化
で
は
、
債
権

管
理
の
プ
ロ
パ
ー
が
い
な
く
な
る
不
安
も

職
場
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
局
総
務
に
勤
務
す
る
職
員
の

妻
が
、
パ
ワ
ハ
ラ
の
実
態
を
二
つ
の
労
働

組
合
と
筆
頭
課
長
に
投
書
す
る
事
態
も
出

て
い
る
そ
う
で
す
。

新
聞
を
に
ぎ
わ
し
た
細
名
税
理
士
と
平

良
職
員
の
事
件
の
あ
お
り
で
、
こ
れ
ま
で

国
家
安
全
保
障
会
議
設
置
法

案(

日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ)

と
と
も
に

秘
密
保
護
法
案
が
国
会
に
上
程

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
案
は
、

特
定
秘
密
を
行
政
機
関
の
長
が

指
定
し
、
そ
れ
を
扱
う
公
務
員

に
は
身
元
調
査
を
行
う
等
、
問

題
の
多
い
も
の
で
す(

左
図)

。

憲
法
５
７
条
は
公
開
を
原
則

と
し
、
秘
密
会
を
開
く
た
め
に

は
「
出
席
議
員
の
三
分
の
二
の

議
決
」
が
必
要
で
、
内
閣
に
は

秘
密
会
を
開
く
権
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。
戦
前
、
秘
密
会
に
ふ
さ

れ
た
議
題
は
、
侵
略
戦
争
関
連

開
か
れ
て
い
た
歴
代
署
長
の
懇
親
会(

飲
み

会)

も
中
止
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

歴
代
署
長
な
ら
と
も
か
く
と
し
て
、
何

の
罪
も
な
い
一
般
職
員
が
、
な
お
い
っ
そ

う
窮
屈
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

が
９
件
、
共
産
党
弾
圧
等
が
４
件
、
大
空

襲
被
害
等
が
２
件
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

い
ず
れ
も
知
ら
れ
て
は
、
時
の
政
府
に

都
合
の
悪
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

今
回
の
法
案
も
、
集
団
的
自
衛
権
で
、

日
本
の
自
衛
隊
等
が
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に

加
担
す
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
侵
略
の
秘

密
を
守
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

公
明
党
が
「
国
民
の
知
る
権
利
尊
重
」

で
自
民
党
と
合
意
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
元
々
、
何
が
秘
密
な
の
か
も
秘

密
で
「
知
る
権
利
」
が
、
ど
う
守
ら
れ
た

の
か
も
分
か
り
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
、
国
民
無
視
の
法
案
の
強
行
を
、

絶
対
に
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

－３－ －２－

日時：11月16日(土)PM２時～４時

場所：国労会館３階 JR天満下車すぐ

講師：二宮厚美神戸大学名誉教授

奮って参加しましょう


